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実施機関名・連携機関名 

岐阜大学教職大学院 

 

テーマ：特別支援学校管理職になる前の学びを支えるオンライン職能開発研修 

研修等名：【NITS・岐阜大学教職大学院コラボ研修】 

「特別支援学校管理職になる前の学びを支えるオンライン職能開発研修」 

開催日時：令和 3年 8月 18日（水）9：00－12：00、12月 23日（水）10：00－12：00、令和 4年

2月 7 日（月）13：00－16：00（岐阜大学シンポジウム） 

開催場所：岐阜大学 ZOOM会議（岐阜県岐阜市柳戸 1－1） 

参加人数（22）と参加者の属性：特別支援学校部主事 22 名 

内容： 

 

 

 

 

 

 

 

講師：岐阜大学教職大学院（平澤紀子、出口和宏、芥川祐征）岐阜聖徳学園大学（篠原清昭）内容
：各自の学部経営計画を用いて、①学部経営を向上するリテラシーを学び学部経営向上計画を作成する研
修と②その実践成果の考察から部主事の考え方や行動として大切なことを明らかにする研修を行った。 

成果：  

①学習評価：特別支援学校管理職専門性度の習得度は「学校経営の課題解決力」が有意に向上した。 
研修で得られたこととして、「学部経営を充実させるための分析」や「部主事としての職務に役立つ見方や考え
方」は 4 件法「とてもある」80％程であった。 
②研修評価：研修満足度は 10 点中 9.２点で、研修内容や方法も肯定的に評価された。 
③成果活用評価：部主事の先生から「主任会を機能させ部の運営を実施した」等の実践成果が報告された。
校長先生から「研修での学びを活かしている」と評価され、「部や学校運営に携わる態度や行動がより意欲的に
なり、視点や考え方が広がった」等が指摘された。 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 

① 特別支援学校管理職になる前の部主事の職能開発研修 

② 学部経営を向上するリテラシーを学び、実践考察からコンピテンシーを高める研修コンテンツ 

③ 自治体の新任部主事研修に取り入れやすい 2回研修 

④ 同時双方向のオンライン研修 



 

 

＜写真・図など＞  

講義：「特別支援学校の学校経営」 岐阜聖徳学園大学教授（岐阜大学名誉教授）篠原清昭先生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループ演習：研修者の課題意識に基づく 4 グループ自己の学部経営計画を検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体交流：グループ報告・討論 

 
 

 


